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   A morphological study of the Leydig's cells in the testes of cryptorchid patients was 
made by light and electron microscopy. Seventy four unilateral and bilateral cryptorchids 
(aged 2 to 37 years) were selected for light microscopic observation, and 28 of these  speci-
mens were also examined by electron microscopy. In 5 cases of pre-pubertal nd pubertal 
cryptorchids, tissue specimens were biopsied after 20, 000 units of HCG had been given and 
examined similarly. In addition, Leydig's cell density was evaluated quantitatively in the 
undescended and contralateral scrotal testes of 12 post-pubertal patients. This was based 
on the determination of the total number of Leydig's cells, Leydig's cell clusters and 
seminiferous tubules in the entire histologic section of each biopsy and the calculation of 
the following indices; mean number of Leydig's cells per tubule, mean number of Leydig's 
cell clusters per tubule and mean number of Leydig's cells per cluster. In addition, the 
number of Sertoli's cells was counted, and the ratio of Leydig's cells to Sertoli's cells was 
also calculated. 
   In the undescended testes, almost no mature Leydig's cells were found by light or 
electron microscopy during pre-pubertal periods; and, even in puberty they were few, while 
immature precursor Leydig's cells were abundant. In the 5 cases treated preoperatively 
with HCG, even at 5 years, mature Leydig's cells were observed by light and electron 
microscopy. On the contrary, after puberty, not only the undescended but also the con-
tralateral scrotal testes of the cryptorchids had more mature Leydig's cells than the normal 
controls. This Leydig's cell hyperplasia was also confirmed by the quantitative analysis of 
Leydig's cell density. In the mature Leydig's cells of the undescended testes, however, the 
electron microscopic observation showed marked regressive changes, in cytology especially 
prominent depletion of the smooth endoplasmic reticulum and frequent occurrence of 
specific ytoplasmic inclusion bodies. Such regressive changes as found in the cells of the 
undescended testes were not observed in the cells of the contralateral scrotal testes. Thus, 
the morphological alteration of Leydig's cells observed here suggest that the cells are in a
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dysfunctional condition and that the androgen production is consequently decreased in the 
undescended testes of cryptorchid patients. 




























































pH7.2に緩衝 した3%グ ルタルアルデヒド溶液 中に
移 し,4℃にて2時間,前 固定し,前固定後,0.IM
リン酸塩緩衝液にてpH7.2に緩衝した2%オ スミウ
ム酸液中で,4℃ にて2時 間,後 圃定後エタノール系
列にて脱水し,エポン包埋をおこなった。LKB超 ミ
クロトームに より銀灰色の超 薄切片を 作製 し,酢 酸
ウラン溶液 と クエン酸鉛溶液 にて2重 染色後,日 立
HU-11-D型透過型電子顕微鏡により,可及的広汎に
わた り観察をおこなった.な お,厚切 り切片を トルイ
ジンブルー溶液にて染色し,電顕観察の参考とした.
生検標本を光顕下に観察 し,全視野における精細管
総数,間 細胞総数,間 細胞塊数,お よびセル トリ細胞
総数を数えた.つ いで,以下の指数,す なわち(1)間細
胞数/精 細管,(2)間細胞塊数/精 細管,(3)間細胞数/
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停 留 精 巣 ・間 細 胞:531
を .rlする細 胞 は な い ため,同 定 は きわ め て容 易 て あ る,
細 胞 質は 般 に 大 き く,エ オ シ ン好 性,微 細 頼 粒状 て
あ り,辺 縁 も比 較 的 明瞭 で あ る.細 胞 質 内 に は,と き
に 長 方形 か ら俸 状 の エ オ ジ ンに 強 染 す る封 入 体 が 孜 ら
れ る(Fig.1).
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細 胞 質 の あ ち こち に 出 現す るが,す べ て の 細 胞 に み ら
れ るわ けで は な い(Fig.18,20).封入 体 は細 胞 質 内
に あ っ て,2種 の 異 な った 分布 パ タ ー ンを 示 した.す
なわ ち,あ る場 合 は 細 胞 質 中 に分 散 して存 在 し(Fig.
18),他の場 合 は,封 入体 が 凝 集 し細 胞 質 内 で島 状 の塊
を形 成 す る(Fig.21).おの お の の封 入 体 は,平 行 に 並
ぶ数 本 のsubunitからな る索 状 構 造 を示 すsubunit
は さ らに,数 本 の 平 行 に 並 ぶ フ ィラ メ ン ト様 構 造 よ り
成 り(Fig.22),その フ ィラAン ト構 造 物 は,さ ま ざ
まのelectron-denseな穎粒 と,そ の穎 粒 中 のcur-
vedo「coiledtinycanaliculiから成 る(Fig.22).
相 並 ぶ フ ィ ラ メ ン ト構 造 物 の間 隙 は30～50Aであ る.
横 断面 と思 わ れ る部 では,こ れ らの 構造 物 は ル ー プ あ
るい は リ ン グ状 に 特 殊 な 配 列 を示 して い た(Fig.23)。
この特 殊 な封 入 体 は,他 の細 胞 内 小 器 官 と特 別 な 関 係
を示 す 所 見 は な く,ま たReinke晶 体 と も関 係 を認
め な い.さ らに,こ の封 入 体 は 思 春 期 後 の 患 者 の成 熟
型 間 細 胞 の み に認 め られ,ま た 前 述 の ご と く思 春 期 後
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す る と され,ま た,精 巣 に お い て 間 葉細 胞 は,線 維 芽
細 胞 に も間 細 胞 前駆 細 胞 に も分 化す る 能 力 を 備 え て い
る24).胎生 期 に お け る間細 胞 の 微細 構 造 に つ い て は,
Niemi&Pellinielni25)(1969),Gondos&Hobe126)
(1971),Holstein27)(1971)らに よ り詳細 に報 告 され
て い る.妊 娠8週 の胎 児に お い てす でに 間葉 細 胞 よ り
分 化 した 間細 胞 がみ られ,9～12週 にか け て細 胞 の大
きさ が 著 明に 増 加 し,小 胞 状 の 滑面 小胞 体,ゴ ル ジ体
な どの発 達 をみ る.間 細 胞 の発 達 は12～14週に か け て
最 高に 達 し,14週後 退 行変 化 を示 し,17週後 で は,容
積,数 と も減 少 す る27).
生 後 の間 細 胞 発 達 に つ い て,光 顕 で も多 くの研 究 が
報 告 され28～30),間細 胞 は 思 春 期 以 後 に のみ 発 達 し,す
なわ ち1歳 の終 り頃 か ら思 春 期 ま で観 察 され な い と い
う・ しか し,Hayashi&Harrison3D(1971)の出生
直 後か ら思 春 期 に いた る間 細 胞 発 達 に つ い て の詳 細 な
報 告 に よる と,1歳 で も発 達 した 間 細 胞 を 認 め,以 後
い っ た ん消 失 す るが,5～6歳 頃 再 び 出 現 し,思 春 期
ま で間 細 胞 は 数 とそ の 大 き さを 増 す とい う.
生後 の ヒ ト間 細 胞 発 達 に 関 す る電 顕 的 研 究 は きわ め
て少 な い・Hadziselimovic32)(1977)は,出生 直 後 か






































































の細胞よりやや小さいが,核 はより良 く発達 し,核小
体も明瞭である.滑面小胞体 も小胞状で良 く発達 し,
細胞全体を満たしている.ミ トコンドリアは少な く,










































































が 急 速 に 活 動 を 始 め る と思 わ れ て い た.し か し,近 年
radioimmunoassayその 他 の 技 術 の進 歩に と も な い,
小 児 期 の詳 細 な 内 分泌 学 的 研 究 が報 告 され,Forest37)
(1974)は,生後3ヵ 月 間 に お け る テ ス トス テ ロ ンの
一 時 的 上 昇 を 報告 し,Winter38)(1975)は生 後3ヵ 月
間 に お け るFSH,LHの 上 昇 を認 め て い る.公 平18)
は,精巣 組 織 中 の テ ス トス テ ロン合成 能 を測 定 し,出生
直 後 に も テ ス トステ ロ ン合 成 のひ とつ の ピー クが あ り,
そ の後 低 下 し,5歳 以後 再 び テ ス トス テ ロ ン合成 が 上
昇 しは じめ,思 春 期 の ピー クに 達 す る と述 べ て い る,
この よ うな内 分 泌 学的 研 究 の結 果 は,前 述 の ごと き年
齢 に応 じた間 細 胞 の形 態 的 変 化 と きわ め て よ く一 致 す
る もの で,形 態 的 変 化,と くに 成 熟 型 間 細 胞 の変 化 は,
そ の機 能 状 態 を 反 映 して い る もの と考 え られ る.ま た,
HCGに よ り間細 胞 に 形 態 的 変 化 が 生 じ,テ ス トス テ
ロ ン合 成 の増 加 が 起 こる こ と も認 め られ て お り18・39・40)
小 児 で もHCG投 与 に よ り間 細 胞 が 分 化 し,テ ス ト
ス テ ロ ン合 成 を増 加 し うる こ とが知 られ て い る18).さ




ては,時 期に応 じ,問細胞はHCGコ ントロール下






正 常 間 細 胞 の 微 細 構 造
正 常 精 巣 の 間 細胞 の 微細 構 造 に 関す る研 究 はFawc-
ctt23),Yamada43)(1965),deKretser44)(1967)
らに よ り報告 され て お り,基 本 的 に はわ れ わ れ の 得 た
所 見 もほ ぼ 一致 す る ・ 間細 胞 は前 述 の ご と く,そ の機
能 状態 に応 じて形 態 的 変 化 を示 し,Tonutti45)(1966),
Wilke46)(1960)は,非活 動 性 の 間 細 胞 は 胞 体 も小 さ
後藤 ・ほか:停 留精巣 ・間細胞





















































































不全との関係を 主張 した.小 児 停留精巣に おいて,
HCGが 精巣の下降をきたしうることがSchapirosi)

















二 次性 徴 が 正 常 で あ る こ と よ り,従 来 内分 泌学 的 に は
異 常 を 認 め な い と され て い た11・13・14).Mancinii2),
落 合53)(1965),Sengoku54)(1967)らも,組 織 化 学 的
検 索に て,停 留 精 巣 間 細 胞 の さ ま ざ ま の酵 素活 性 は,
正 常 との 間に 差 を認 め な い と述 べ て い る.し か し,近
年radioimmunoassay,その他 の検 索 法 の進 歩 に と
もな い,本 症 に お け る ホ ル モ ン動 態 の異 常 が報 告 され
る よ うに な って き た.動 物 で の実 験 停 留 精 巣 で は,ア
ン ドロ ゲ ン合成 の低 下 が示 さ れ,Clegg55)(1960)ら
は,精 嚢 重量 と クエ ン酸量 を ア ン ドロ ゲ ン レベ ル の指
標 と して,ア ン ドロ ゲ ン減 少 を 認 め た.Eik-Nes56)
(1966)は犬 で,精 巣 の 静 脈 血 中 テス トステ ロ ン濃 度
は 停 留 側 で は 対 側 よ り低 下 して い る こ とを 示 した.さ
らに,直 接 ス テ ロイ ド合成 に 関 与 す る酵 素 活 性 に 関 し
て も,そ の 低 下 が 報告 され て い る57・58).以上 の ご と
く,停 留 精 巣 で は 間 細 胞 の ア ン ドロ ゲ ン合成 低 下 が示
唆 され るが,こ れ らは 一度 下 降 した 精 巣 を 実験 的 に 停
留 させ た もの で あ り,先 天 的 で胎 生 期か らの 因 子 も強
く考 え られ て い る ヒ ト停 留 精 巣 とは 同一 視 は で きな い.
ヒ ト停 留 精 巣 で の報 告 は きわ め て 少 な い が,








































RHに 対するLH分 泌の低下を認め,小 児停留精巣
患者におけるLH分 泌の下垂体予備能の低下を示し,
さらに血清LHの 低下も報告した17・60).思春期以後
については,テ ス トステロン上昇の遅れ と,血清LH,
FSHの高値が報告されている61Au63).したがって,以
上の今までの内分泌学的な報告を総括すると,(1)出生


































































ついで,間 細胞の細胞質に みられた 特殊な 封入体
について,若 干の考察を加えたい.間 細胞に おいて
Reinke晶体はよく知 られた細胞質封入体であ り,規
則正しい結晶構造を示すが,そ の意義,生 理的機能,
また 由来などに ついては未だ不明である.し か し,
Fawcett23)の報告以来,Reinke晶体は思春期以後の











































































































































細管数,間 細胞数,間 細胞塊数,セ ルトリ細胞数 を数
え,間細胞数/精 細管,間細胞塊数/精 細管,間細胞


























































6)高 安 久 雄 ・熊 本 悦 明 ・広 瀬 欽 次 郎:停 留 睾 丸 に 対
す るHCG療 法 の 再 検 討.特 にHCGの 身 体 に











10)奥 山 明 彦 ・園 田 孝 夫 ・板 谷 宏 彬 ・水 谷 修 太 郎:睾
丸 間 質 機 能 の 検 討.第7報,両 側 停 留 睾 丸 術 後 に
























































































































































47)村 上 正 浩 ・合 原 正 二 ・吉 田 豊 茂 。重 松 俊:1例
の 成 人 男 子 精 巣Leydig間 細 胞 腫 に つ い て の 電


















































































68)昼 間 哲:停 留 睾 丸 の 臨 床 病 理 学 的 研 究,特 に そ

























75)稲 葉 善 雄:ラ ッ トの 実 験 的 停 留 睾 丸 に お け る 下 垂
体 性 腺 系 の 機 能 に つ い て.日 本 不 妊 学 会 雑 誌25:
101～112,1980
(1983年10月18日迅 速 掲 載 受 付)
